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平成 28年度事業報告 

 

公１ 医学医療の発展普及と公衆衛生の向上を図り地域社会に貢献する事業 

 

［概要と実績（平成 28 年度）］ 

1. 医学医療の発展普及を図る事業の概要 

 医学医療の発展普及を図るため、市民向けの講演会・公開講座などを行った。また、地域の医

師に対して学術講演などを行った。 

 

（1）講演会・公開講座 

 地域医療の発展普及を図るため、市民向けの講演会・公開講座を開催した。 

＜実績＞ 

平成 29 年 2 月 4 日 

 演 題：ママとパパ、そして、おじいちゃん、おばぁちゃんも知っておきたい  

身近な感染症とその予防～最新のワクチンの事情～ 

講 師：岡部信彦先生（川崎市健康安全研究所所長） 

 会 場：いきいきプラザ３階マルチメディアホール 

参加者：51 名 

平成 29 年 3 月 11 日 

 演 題：「胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）はじまりました」 

講 師：松谷憲政（まつたに内科クリニック院長） 

会 場：東村山市市民センター 

参加者：63 名 

＜財源＞ 定額会費収入、負担金収入、特別会費収入 

 

（2）健康教育・健康相談 

 地域医療へ協力・貢献するため、市民向けの医療相談などを行った。 

＜実績＞ 

ア）医療相談（いきいきプラザ） 

  平成 28 年度年間 15 回 相談者 31 名 

イ）市民健康のつどい（いきいきプラザ） 

  平成 28 年 11 月 12 日～13 日 相談者 6 件 

ウ）医師会内医療相談窓口 

相談件数 5 件 

＜財源＞ 負担金収入、特別会費収入 
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（3）学術講演会 

 医師の生涯教育及び病院と診療所の連携を図る目的で、講演会や意見交換会を開催した。 

＜実績＞ 

ア）主催した講演会 

平成 28 年 5 月 17 日 

第 1 回小平・東村山市医師会合同学術講演会 

 演 題：臓器再生研究の現状と期待 ～本当に患者に届くのか～ 

 講 師：横尾 隆先生（東京慈恵会医科大学腎臓・高血圧内科主任教授） 

 参加者：31 名 

平成 28 年 7 月 14 日 

演題：日常診療に役立つモダン・カンポウ 

講師：新見正則先生（帝京大学医学部外科学講座准教授） 

参加者：38 名 

平成 28 年 10 月 6 日 

演 題：中枢神経領域の CT/MRI 診断における基本と応用 

講 師：松島理士先生（東京慈恵会医科大学放射線医学講座助教） 

参加者：29 名 

平成 28 年 11 月 10 日 

演 題：ここがポイント！排尿障害のプライマリ・ケア 

講 師：髙橋 悟先生（日本大学医学部泌尿器科学系主任教授） 

参加者：20 名 

平成 29 年 1 月 19 日 

演 題：日常診療で気を付けるべき法律知識 

講 師：鈴木沙良夢先生（鈴木沙良夢法律事務所弁護士） 

参加者：23 名 

平成 29 年 3 月 1 日 

演 題：プライマリケアにおける皮膚疾患の注意点  

－湿疹・皮膚炎、水虫、乾癬から、いちご状血管腫など最近の話題も含めて－ 

講 師：桒野嘉弘先生（公立昭和病院皮膚科部長） 

参加者：41 名 

イ）他市医師会と共催した講演会 

平成 28 年 4 月 21 日 

 演 題：喘息治療の現状と今後の動向 

 講 師：大田 健先生（独立行政法人国立病院機構東京病院院長） 

平成 28 年 6 月 16 日 

演 題：脳梗塞患者における血圧管理 

講 師：赫 洋美先生（東京女子医科大学医学部神経内科学） 

平成 28 年 7 月 21 日 

演 題：認知症の気づきから初期対応について～そのポイントを中心に～ 

講 師：竹中秀夫先生（薫風会山田病院認知症疾患医療センターセンター長） 
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平成 28 年 9 月 1 日 

演 題：高尿酸血症と高血圧・ＣＫＤの関連 

講 師：大野岩男先生（東京慈恵会医科大学総合診療内科教授） 

平成 28 年 10 月 20 日 

演 題：患者のやる気を引き出す吸入支援 

講 師：駒瀬裕子先生（聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院） 

平成 28 年 11 月 17 日 

演 題：大腸腫瘍の診断と内視鏡治療 

講 師：武田雄一先生（公立昭和病院内視鏡科部長） 

平成 29 年 1 月 26 日 

 演 題：ここまで進歩した進行肺癌薬物治療 

 講 師：高橋和久先生（順天堂大学大学院医学研究科呼吸器内科学教授） 

平成 29 年 2 月 16 日 

演 題：大腸がんの集学的治療の現状 

講 師：板橋哲也先生（公立昭和病院外科医長） 

平成 29 年 3 月 16 日 

演 題：アレルギー性鼻炎・副鼻腔炎の最近の話題 

講 師：中屋宗雄先生（東京都立多摩総合医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科科長） 

ウ）新山手病院症例検討会 

平成 28 年 4 月 15 日 

第 308 回 循環器カンファランス 

講 師：中村健太郎 

参加者：16 名 

平成 28 年 5 月 20 日 

 第 309 回 消化器カンファランス 

 講 師：丸山正二 

参加者：20 名 

平成 28 年 6 月 17 日 

第 310 回 呼吸器カンファランス 

講 師：井上ゆづる 

参加者：15 名 

平成 28 年 7 月 15 日 

 第 311 回 消化器カンファランス 

講 師：丸山正二 

参加者：17 名 

平成 28 年 9 月 16 日 

第 312 回 循環器カンファランス 

講 師：中村健太郎 

参加者：15 名 

平成 28 年 10 月 21 日 
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第 313 回 呼吸器カンファランス 

講 師：井上ゆづる 

参加者：17 名 

平成 28 年 11 月 18 日 

第 314 回 放射線治療科カンファランス 

講 師：小山和行 

参加者：15 名 

平成 28 年 12 月 16 日 

第 315 回 循環器カンファランス 

講 師：中村健太郎 

参加者：19 名 

平成 29 年 1 月 20 日 

第 316 回 消化器カンファランス 

講 師：丸山正二 

参加者：15 名 

平成 29 年 2 月 17 日 

第 317 回 呼吸器カンファランス 

講 師：井上ゆづる 

参加者：15 名 

エ）講演会講師派遣 

平成 28 年 9 月 4 日 秋津町保健推進員会 健康講座 

演 題：認知症 その 2 

講 師：磯部建夫 

平成 28 年 9 月 10 日 ほっとスペースさつき第 8 回学習会 

演 題：「フレイル」って、なあに？いつも、いつまでも「元気」を目指して！ 

講 師：酒井雅司 

平成 28 年 10 月 22 日 久米川町保健推進員会 健康よもやま話 PartⅢ 

演 題：～三大栄養素のお話～ 認知症・癌になりにくい食事は？ 

講 師：黒田克也 

平成 28 年 10 月 30 日 萩山町保健推進員会 健康講座 

演 題：フレイルを知って健康寿命を延ばそう！ ～認知症も予防しよう～ 

講 師：酒井雅司 

平成 28 年 11 月 17 日 多職種連携研修 

 演 題：フレイルへの対応 

 講 師：酒井雅司 

平成 28 年 12 月 10 日 「2016 介護予防大作戦 in 東村山」 萩山町保健推進員会 

演 題：フレイルを知って健康寿命を延ばそう！ 

講 師：酒井雅司 

オ）東京都在宅療養研修事業 

 東京都在宅療養推進基盤整備事業（多職種ネットワーク構築事業）を受託し、東村山市より地
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域包括支援システムの構築・計画を推進する為の協力依頼を受け「医療・介護連携推進委員会」

に委員を派遣した。 

・在宅医療推進委員会 平成 28 年 10 月 11 日  

・東村山市カナミックネットワークミーティング 平成 29 年 2 月 9 日 

＜財源＞ 東京都補助金収入、北多摩医師会補助金収入、特別会費収入 

 

（4）東村山市報コラム掲載 

 より多くの市民が医療に関する知識を得られるよう、市が発行する市報にコラムを掲載した。 

＜実績＞ 

 4 月号 潰瘍性大腸炎 

 5 月号 身近な診療所を上手に利用していますか？ 

 6 月号 ウォーキングのすすめ 

7 月号 発達障害とは？ 

8 月号 過多月経 

9 月号 体をもっと動かして、さらに健康寿命を延ばしましょう！ 

10 月号 おいしい刺身にご用心 

11 月号 高血圧と減塩 

12 月号 色覚異常 

1 月号 子どもの切れ痔 

2 月号 子宮筋腫について 

3 月号 胃がんリスク検診（ABC 検診）って？ 

＜財源＞ 負担金収入 

 

2. 公衆衛生の向上を図り地域社会に貢献する事業の概要 

 公衆衛生の向上を図り地域社会に貢献すべく、学校保健への参加、医療連携を積極的に行い、

健康診断、予防接種などを、主に東村山市から受託した。 

 

（1）学校保健に関する定期健康診断等 

 市内の乳幼児及び小中学生・高校生について、定期健康診断を行った。また、学校保健に関す

る保健大会・講演会等を開催した。 

＜主な実績＞ 

ア）定期健康診断 

・3～4 か月児健康診査  977 件 

・1 歳 6 か月児健康診査 1,118 件 

・3 歳児健康診査    1,093 件  

・東村山市立小・中学校定期健康診断（平成 28 年 4～6 月） 

・東村山市立小学校就学時健康診断（平成 28 年 10～11 月） 

・都立東村山高等学校、都立東村山市西高等学校定期健康診断（平成 28 年 4 月） 

・東村山市立保育園定期健康診断 

・小児期生活習慣病予防健診（平成 28 年 8 月 1 日～9 月 15 日） 
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 東村山市立小学校 4 年 受診率 59％ 

 東村山市立中学校 1 年 受診率 27％ 

イ）各種大会および講演会 

平成 28 年 6 月 25 日 第 35 回学校保健大会 

演 題：堪忍袋を膨らますレシピ  

     ～苛立ちに振り回されないトレーニング～ 

講 師：三好良子氏（人材育成コンサルタント・人間関係士） 

参加者：83 名 

平成 28 年 12 月 3 日 学校保健全体研修会・東村山市医師会市民公開講座 

演 題：学校健診における運動器検診の役割 

講 師：長谷川雅一先生（杏林大学医学部整形外科学教室助教） 

参加者：61 名 

＜財源＞ 定額会費収入、受託事業収入、特別会費収入 

 

（2）園医・学校医 

 市内の保育園・幼稚園、各学校の生徒や教師の健康維持を支援し、公衆衛生の向上を図るため、

園医・学校医を派遣した。 

＜実績＞ 市内保育園・幼稚園、各学校 

＜財源＞ 定額会費収入、特別会費収入 

 

（3）特定健診等事業 

 40 歳以上を対象に、内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防のための健康診査及び保健指導

を実施した。 

＜実績＞ 

・東村山市 特定健診 12,599 件、後期健診 9,831 件、健康診査 310 件 

      特定保健指導（動機付け支援 初回 91 件、積極的支援 初回 35 件） 

      糖尿病性腎症重症化予防事業 13 件 

・小平市  特定健診 56 件、後期健診 53 件、一般健診 11 件 

・集合契約 被用者保険 263 件、国保組合 128 件 

＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入、事務手数料収入、補助金収入（特定健診データ入力料） 

 

（4）がん検診 

 現代社会においてもっとも大きな死因の一つであるがんを予防・早期発見するため、がん検診

を行った。さらに、必要に応じて精密検査も行い、より正確な病状把握と効果的な治療を目指し

た。 

＜主な実績＞ 

・肺がん検診 221 件（要精検 12 件） 

・乳がん検診 1,523 件（要精検 25 件） 

・子宮がん検診（頸部） 1,539 件（要精検 276 件） 

・胃がんリスク検診 306 件（要精検 114 件） 
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＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入、事務手数料収入 

 

（5）個別予防接種並びに 11 市予防接種乗入れ 

 東京都 11 市予防接種対策協議会と一般社団法人北多摩医師会との協定書及び東久留米市との

契約に基づき、東村山市などから受託し、東村山市民、北多摩医師会傘下の市（昭島市、小平市、

東大和市、国分寺市、国立市、狛江市、清瀬市、武蔵村山市）、立川市、小金井市及び東久留米市

の住民を対象に、予防接種を行った。 

 また、市民の利便性を図るため、東村山市で実施している定期予防接種及び高齢者インフルエ

ンザ予防接種は、すべて北多摩医師会傘下の市と立川市、小金井市及び東久留米市の計 12 市で相

互乗入れしている。 

＜主な実績＞ 

・日本脳炎 4,394 件 

・第 2 期ジフテリア・破傷風 884 件 

・麻しん・風しん混合 第 1 期 1,054 件、第 2 期 1,138 件 

・四種混合 3,860 件 

・不活化ポリオ 83 件 

・小児用肺炎球菌 3,761 件 

・ヒブワクチン 3,792 件 

・子宮頸がん 3 件 

・先天性風しん症候群対策 269 件 

・水痘 1,980 件 

・B 型肝炎ウイルス 1,353 件 

・区域外小児予防接種 1,698 件 

・高齢者インフルエンザ 12,246 件 

・区域外高齢者インフルエンザ 1,440 件 

・高齢者肺炎球菌 3,136 件 

＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入、事務手数料収入 

 

（6）休日応急診療所・休日準夜応急診療所 

 休日応急診療所事業に賛同し、積極的に協力した。東村山市からの要請に応え、休日応急診療

所として会員医療機関が行っている。また、東村山市が運営する休日準夜応急診療所（いきいき

プラザ）に会員医師が出動した。 

＜実績＞  

・休日応急診療所事業     年間 72 日 受診者 1,802 名 

・休日準夜応急診療所事業 年間 71 日 受診者  662 名（いきいきプラザ） 

＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入 

 

（7）眼科検診 

眼科疾患の中でも失明の危険のある糖尿病網膜症、緑内障等の眼科疾患の早期発見・早期治療

を目的に、市民の健康増進また失明から市民を守る為、眼科検診を実施した。 
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＜主な実績＞ 

 592 件（要精検 117 件） 

＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入、事務手数料収入 

 

（8）災害医療対策 

大規模災害発生時において、円滑に医療機能の確保を行えるよう災害医療体制の一層の充実を

図ることを目的とし、以下の活動を行った。 

東村山市災害医療連絡会を開催し、行政・歯科医師会・薬剤師会との連携を図った。 

ア）東村山市災害医療連絡会 

第 1 回 平成 28 年 7 月 6 日 

第 2 回 平成 28 年 10 月 5 日 

第 3 回 平成 29 年 2 月 1 日 

イ）東村山市医師会防災訓練 

  準備会  平成 28 年 12 月 20 日 

  防災訓練 平成 29 年 1 月 29 日 

  訓練会場 緑風荘病院中庭 

ウ）東村山市総合震災訓練 平成 28 年 10 月 29 日 

  訓練会場 市立秋津小学校 

エ）小平市医師会トリアージ訓練 平成 29 年 2 月 5 日 

  訓練会場 南台病院 

＜財源＞ 受託事業収入、特別会費収入 

 

［根拠法令］ 

・健康増進法 

・介護保険法 

・高齢者の医療の確保に関する法律 

・母子保健法 

・学校保健法 

・予防接種法
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他 1 相互扶助等事業 

 

［概要］ 

1. 医業経営の情報提供・合理化を図る事業の概要 

（1）保険についての研修会 

 平成 28 年度中の開催なし 

 

2. 会員の相互扶助及び福祉増進 

（1）広報 

・東村山市医師会ニュースを発行。 

第 380 号 平成 28 年 6 月 10 日 

第 381 号 平成 28 年 8 月 1 日 

第 382 号 平成 28 年 11 月 10 日 

第 383 号 平成 29 年 1 月 1 日 

第 384 号 平成 29 年 3 月 10 日 

・会報発行 第 46 号 平成 29 年 3 月 1 日 

（2）会員・会員家族の慶弔 

 会員・会員家族の慶弔に対し、祝い金・見舞金を給付。 

（3）研修会 

ア）新年会  

   京王プラザホテル 「デュオ フルシェット」 平成 29 年 1 月 21 日 

 イ）観劇会 

細雪 明治座 平成 29 年 3 月 5 日 

（4）研修旅行 

富岡製糸場 平成 28 年 10 月 23 日 

 

＜財源＞ 定額会費収入、入会金収入、負担金収入 

 


